
（別紙３）

～ 令和8年2月27日

（対象者数） 49 （回答者数）
32

～ 令和8年2月27日

（対象者数） 12 （回答者数）
14

～ 令和8年2月27日

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・放デイという時空間で取り組む支援の在り方について、一

人ひとりの姿や日々の過ごし方を踏まえ、細やかにアセスメ

ントをしていきたいと思います。

2
・いつでも気軽に話せ、相談できる場となるよう、今後も務

めていきます。（午前中の時間の活用等）

3

・授業見学等の交流の機会を、より増やしていきたいと思い

ます。

・子どもが利用している他の放デイ事業所との情報共有等の

連携強化の仕方を検討していきます

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・あんずで働く魅力のアピール等、積極的な募集

2
・外部研修への参加の促進と、参加困難な職員のために、研

修動画視聴等の研修スタイルもを確立していく

3 ・計画的な教材教具の購入と活用

○事業所名 児童発達支援センターあんず（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和8年2月2日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・教材教具の充実

・児童発達支援と強雨している教材教具が多く、より子ども

に合ったものが必要な状況。

・教材自体が少なく、職員の工夫に委ねられている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・職員不足
・業界全体の人手不足。放デイ時間帯で継続し働ける人材が

限られている。

・職員研修の充実

・業務時間以外の外部研修情報の周知が行き届いていない。

・外部研修に参加しにくい職員が多い。

・外部研修を受講した者が職場内でフィードバックする時間

的余裕がない。

開設10年を経て、支援内容を蓄積できている。

経験豊富な職員が多く在籍している。

・子どもの姿を考慮し2グループ程度に分け、それぞれの課題

性、興味関心に応じた取り組みが効率的にできるようにして

いる。

・個別対応が必要な子への対応の工夫、小集団で楽しく過ご

す工夫、楽しみながらスキルアップを図っていく工夫等、子

どもの姿や課題について話し合いながら取り組んでいる。

保護者とのコミュニケーションを大切にしている

・保護者のお迎え時に、ムラ少なくお話ができるよう、職員

の役割分担をし、声をかけ合い取り組んでいる。

・利用日以外の時間での面談や、電話連絡等を積極的に行っ

ている。

「たてのつながり」「よこのつながり」の強さ

・学校へのお迎え時に、先生からその日の様子等を必ず伺う

ようにしている。

・授業見学を年間を通じ実施。夏休みを中心に、子どもの姿

や支援の共有のための、学校との個別支援会議を全員に実施

・あんずの児童発達支援からの継続利用の子が多く、幼少期

からのつながりが持ちやすい。

事業所における自己評価総括表公表


